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１．目的 

収量性、耐倒伏性、混播適性および採種性に優れる採草利用向けの早生品種を育成する。 

２．方法 

１）育種方法 

28栄養系の交配による集団選抜法。 

２）育種経過 

1997 年に過去の選抜試験で多収性、耐病性、耐倒伏性、競合力、採種性などで選抜された 57 栄養系の後代と 2 品

種を材料として、8,142 個体からなる選抜基礎集団をシロクローバ（品種「ソーニャ」）混播条件で造成し、3 年間の生育

調査により1999年に耐倒伏性、耐病性、越冬性、再生、競合力などに優れる30個体を選抜した。同年隔離圃場で多交

配採種を開始し、2000年に選抜個体ごとの採種量調査を行い最終的に 28個体を選抜した。  

2001 年から 28 栄養系による多交配を隔離条件下で実施し、雑種第 1 代種子を採種した。同種子に系統名「北系

00306」を付すとともに 2002 年から生産力検定試験と飼料成分による選抜試験を開始した。さらに、この種子を用いて、

2003年から雑種第2代種子の採種を行い、同種子に系統名「北見25号」を付した。2005年ないし2006年から、系統適

応性検定試験、地域適応性検定試験および各種の特性検定試験に供試した。 

３．成果の概要 

１）特性の概要（標準品種「ノサップ」、比較品種「オーロラ」との比較） 

(1）出穂始は「ノサップ」と比べ同日か１日遅く、「オーロラ」と比べ 1～2日遅く、早晩性は早生に属する（表1）。 

(2）3か年（2～4年目）ならびに 4か年（1～4年目）の合計乾物収量はいずれも、「ノサップ」、「オーロラ」より高い値を

示し、年次別乾物収量は、1 年目は「ノサップ」、「オーロラ」と同程度であるが、2 年目以降は「ノサップ」、「オーロラ」より

多収である（表1）。したがって、収量性は「ノサップ」、「オーロラ」より優れる。 

(3）再生草勢が 2番草において「ノサップ」、「オーロラ」より優れ、とくに 2番草は多収である（図1）。 

(4）越冬性は、「ノサップ」と同程度、「オーロラ」と比べ同程度かやや優れる（表 1）。雪腐病に対する耐病性は”強”で

「ノサップ」、「オーロラ」と同程度、耐寒性は”強”で「ノサップ」と同程度で、「オーロラ」よりやや優れる（表1）。 

(5）斑点病抵抗性は、「ノサップ」、「オーロラ」より優れる（表 1）。すじ葉枯病抵抗性は、「ノサップ」、「オーロラ」と同程

度である（表1）。 

(6）耐倒伏性は、「オーロラ」よりやや劣るものの「ノサップ」より優れる（表1）。 

(7)アカクローバ混播条件下における 3 か年ならびに 4 か年の合計乾物収量は、チモシー収量、チモシーとアカクロ

ーバとの合計収量が、「ノサップ」、「オーロラ」より多い（図 2）。また、マメ科率は、「ノサップ」、「オーロラ」と比べ低く、よ

り適正な値で推移する（表1）。したがって、混播栽培に必要な競合力は「ノサップ」、「オーロラ」より優れる。 

(8）種子収量は、「ノサップ」、「オーロラ」より多く、採種性は「ノサップ」、「オーロラ」より優れる（表1）。 

(9）飼料成分は番草別にみると、1番草と3番草は「ノサップ」と同程度であるが、2番草で「ノサップ」と比べ、繊維の割

合がやや高くなる傾向にある（表1）。 

(10)草丈は、1 番草は「ノサップ」と同程度かやや高く、2 番草は「ノサップ」、「オーロラ」より高く、3 番草は「ノサップ」と

同程度である（表 1）。出穂程度は、1 番草は「ノサップ」と同程度かやや低く、2 番草は「ノサップ」より高く、「オーロラ」と

同程度かやや高い（表1）。個体植条件下における1番草の茎数は「ノサップ」と比べやや少なく、草型はやや直立型に

近い（表1）。 

２）特記すべき特徴 

 「北見25号」は早晩性が早生に属し、採草利用で年間合計乾物収量が「ノサップ」、「オーロラ」より多く、冷涼多湿条件

下で多発する斑点病に対する抵抗性が強い。耐倒伏性が「ノサップ」より強く、混播栽培に必要な競合力が「ノサップ」、

「オーロラ」より優れる。また、種子収量が多い。 



４．優良品種に採用しようとする理由 

酪農は近年、2007年からの輸入穀物価格の高騰などから、濃厚飼料依存からの脱却と飼料（TDN）自給率向上の必

要性が改めて強く認識され、良質粗飼料の生産性向上が重要課題となっている。チモシーは現在、北海道でのイネ科

牧草種子の流通量の約9割を占め、最重要草種の一つとなっており、これまで極早生～晩生の各熟期の品種が育成、

市販され、異熟期品種の圃場での配置は酪農家における収穫適期の拡大を可能にしている。一方、チモシーは、栽培

利用する上で、倒伏しやすいこと、雑草や混播されるマメ科牧草に対する競合力が不十分なことなどの欠点が指摘され

てきた。早生品種はチモシーの中で多く流通している熟期であり、栽培面積は最も多いと思われるが、「北見25号」は早

晩性が早生で、採草利用で多収であり、冷涼多湿条件下で多発する斑点病に対する抵抗性が強く、欠点として指摘さ

れてきた耐倒伏性が「ノサップ」より強い。また、混播栽培に必要な競合力が「ノサップ」、「オーロラ」より優れ、とくに2番

草は再生が良好かつ多収である。これらのことから、「北見25号」はより栽培管理がしやすく、良質粗飼料の生産性向上

に大きく貢献できる。 

５．成果の活用面と留意点 

１）適応地域：北海道全域とし、「ノサップ」と置き換える。 

２）普及見込み面積：83,000ha。 

３）栽培利用上の留意点：年間2～3回の採草利用を主体とする。耐倒伏性、混播適性は良好であるが、1番草は生育

状況を観察し、収穫時期など適切な刈取り管理に努める。 

６．残された問題とその対応 

表1　「北見25号」の特性
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図1　「北見25号」の番草別乾物収量

3か年（2-4年目）の平均．( )内は「ノサップ」対比指数．
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図2　アカクローバ混播条件下における乾物収量

3か年（2-4年目）の合計．( )内は「ノサップ」対比指数．

北見農試．アカクローバ「ナツユウ」．
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